
て
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
引
き
続
き
ご
理
解

頂
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

地
か
ら
通
学
路
・
自
転
車
通
行

空
間
の
確
保
、
生
活
に
密
着
す

る
道
路
整
備
や
都
市
間
を
連
携

す
る
高
規
格
道
路
等
の
整
備
促

進
な
ど
、
「
安
全
で
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
路
」
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
道
路
の
構
築
や

生
活
に
密
着
す
る
道
路
整
備
、

ま
た
、
高
規
格
道
路
等
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
は
、
物

流
円
滑
化
を
促
進
し
経
済
成
長

に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
子
供
た
ち
が
夢
を

育
み
、
未
来
へ
の
希
望
が
持
て

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
道

路
整
備
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
道
路
整
備
の
実
現

に
は
、
長
期
的
な
計
画
と
、
安

定
的
な
財
源
が
必
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
全
国
道
路
利
用
者
会

議
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年

も
安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け

先
ず
は
、
被
災
さ
れ
た
地
域

の
皆
様
方
に
、
改
め
て
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
被
災
地
の
復
旧
が
速
や

か
に
進
み
、
一
日
も
早
く
安
心

で
き
る
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

が
出
来
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
は
道
路
整
備

を
通
じ
て
安
全
で
安
心
で
き
る

生
活
の
確
保
に
向
け
て
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
も
な
お
、
全
国
各

年
頭
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
輝
か
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
平
素
よ
り
運
営
及
び

諸
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
格
別

の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る

大
型
の
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
が
数
多
く

発
生
い
た
し
ま
し
た
。

の
観
点
か
ら
、
出
資
金
の
償
還

時
期
の
見
直
し
や
料
金
徴
収
期

限
ま
で
の
追
加
的
な
料
金
負
担

分
の
活
用
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

（
参
考
）
公
共
施
設
等
の
適
正

管
理
の
推
進

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
道

路
施
設
の
適
正
な
管
理
を
実
施

す
る
た
め
、
補
助
事
業
と
一
体

的
に
実
施
す
る
地
方
単
独
事
業

（
長
寿
命
化
等
）
に
対
す
る
地

方
財
政
措
置
を
拡
充
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
有
料
道
路
事
業
の
新
規
事
業

化
箇
所
】

▽
大
阪
府
／
一
般
国
道
１
号
淀

川
左
岸
線
延
伸
部
（
直
轄
事
業

の
新
規
事
業
化
箇
所
に
も
該

当
）

▽
兵
庫
県
／
一
般
国
道
２
号
大

阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
（
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
北
～
駒
栄
）

▽
埼
玉
県
／
一
般
国
道
１
７
号

新
大
宮
上
尾
道
路
（
与
野
～
上

尾
南
）

流
拠
点
や
工
業
団
地
、
商
業
施

設
等
に
つ
い
て
、
適
切
な
負
担

の
下
で
高
速
道
路
と
直
結
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
高
速

道
路
と
近
傍
の
民
間
施
設
を
直

結
す
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

民
間
企
業
の
発
意
と
負
担
に
よ

り
整
備
す
る
制
度
を
創
設
す
る

も
の
で
あ
る
。

▽
近
畿
圏
の
高
速
道
路
に
お
け

る
有
料
道
路
事
業
の
活
用

淀
川
左
岸
線
延
伸
部
及
び
大

阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
の
整
備
に

必
要
な
財
源
確
保
の
観
点
か

ら
、
有
料
道
路
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
必

要
な
料
金
を
設
定
す
る
際
、
利

用
者
の
追
加
的
な
負
担
の
軽
減

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
老

朽
化
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、

大
規
模
修
繕
・
更
新
補
助
制
度

に
集
約
化
・
撤
去
を
対
象
と
し

て
拡
充
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
撤
去
に
つ
い
て
は
、
集
約
化

に
伴
っ
て
実
施
す
る
他
の
構
造

物
の
撤
去
に
限
る
。

▽
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
し
た
無

電
柱
化
の
た
め
の
国
庫
債
務
負

担
行
為
の
拡
充

無
電
柱
化
を
推
進
す
る
た

め
、
電
線
共
同
溝
整
備
（
直

轄
）
に
お
い
て
、
民
間
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
の
活
用
を
図

る
た
め
に
（
整
備
後
の
維
持
管

理
も
含
め
て
）
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を

活
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
15

箇
年
以
内
で
国
庫
債
務
負
担
行

為
を
設
定
で
き
る
よ
う
制
度
を

拡
充
す
る
も
の
で
あ
る
。

▽
高
速
道
路
と
民
間
施
設
を
直

結
す
る
専
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
整
備
制
度
の
創
設

高
速
道
路
の
利
用
促
進
や
利

便
性
の
向
上
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
高
速
道
路
の

近
傍
に
位
置
す
る
大
規
模
な
物

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
早
期
整
備
を
推
進
。

【
新
規
制
度
】

▽
Ｉ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助
制

度
の
対
象
事
業
の
拡
充
《
国
費

95
億
円
》

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
と
合

わ
せ
て
行
わ
れ
る
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に

対
し
、
計
画
的
か
つ
集
中
的
な

支
援
を
行
う
た
め
、
Ｉ
Ｃ
ア
ク

セ
ス
道
路
補
助
制
度
に
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
対
象
と
し
て
拡
充
す
る

も
の
で
あ
る
。

▽
連
続
立
体
交
差
事
業
の
着
工

準
備
補
助
制
度
の
創
設
《
国
費

５
億
円
》

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
連

続
立
体
交
差
事
業
の
着
工
準
備

に
対
し
、
検
討
の
熟
度
に
応
じ

た
集
中
的
な
支
援
を
行
う
た

め
、
補
助
制
度
を
創
設
す
る
も

の
で
あ
る
。

▽
大
規
模
修
繕
・
更
新
補
助
制

度
の
対
象
事
業
の
拡
充

替
性
の
確
保
の
た
め
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
生
活
道

路
・
通
学
路
の
安
全
対
策
や
踏

切
対
策
等
に
よ
る
国
民
の
安
全

・
安
心
の
確
保

◇
生
産
性
向
上
に
資
す
る
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
に

よ
る
成
長
力
の
強
化

◇
道
の
駅
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
等

の
活
用
に
よ
る
拠
点
の
形
成
及

び
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

地
域
や
拠
点
間
の
連
携
確
保
な

ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現

に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。

【
復
興
関
係
】

《
国
費
２
，
４
０
０
億
円
（
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
は
除

く
）
》

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

は
、
被
災
地
復
興
の
リ
ー
デ
ィ

昨
年
12
月
22
日
に
政
府
は
、

平
成
29
年
度
予
算
を
閣
議
決
定

し
た
。

平
成
29
年
度
道
路
局
関
係
予

算
は
、
１
兆
６
，
６
６
２
億
円

（
対
前
年
度
比
１
・
00
）
で
、

◇
復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

等
の
緊
急
整
備
等
に
よ
る
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・

復
興
や
熊
本
地
震
の
被
災
地
の

復
旧
・
復
興

◇
道
路
施
設
の
老
朽
化
対
策
、

道
路
の
防
災
・
震
災
対
策
や
代

・
視
覚
的
な
対
策
を
加
速
化
す

る
と
と
も
に
、
新
技
術
を
活
用

し
た
対
策
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
正
面
衝
突
事
故
の
発
生

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
暫
定
二

車
線
区
間
に
つ
い
て
は
、
四
車

線
化
や
付
加
車
線
の
設
置
、
反

対
車
線
へ
の
飛
び
出
し
を
防
ぐ

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
設
置
検
証
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
用
い
て
速
度
超
過
や

急
減
速
の
発
生
地
点
を
特
定

し
、
効
果
的
な
速
度
低
減
策
を

実
施
す
る
な
ど
生
活
道
路
の
交

通
安
全
対
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

国
土
交
通
省
は
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
、
持
続
的
な
経
済
成

長
や
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
新

し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
希
望
に
満
ち
た
、
大
い
な
る

発
展
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
国
土
交
通
大
臣
年
頭
所
感
よ

り
抜
粋
）

蘇
鉄
道
も
含
め
、
引
き
続
き
、

国
土
交
通
省
の
持
つ
技
術
力
を

結
集
し
、
一
日
も
早
い
復
旧
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
首
都
直
下
地
震
に
対
し

て
は
、
「
国
土
交
通
省
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
計
画
」
及

び
「
国
土
交
通
省
首
都
直
下
地

震
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
緊

急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
や
住
宅

・
建
築
物
の
耐
震
化
、
道
路
・

航
路
啓
開
体
制
の
確
保
、
緊
急

輸
送
道
路
等
に
お
け
る
無
電
柱

化
の
推
進
、
実
践
的
な
訓
練
の

実
施
や
不
断
の
見
直
し
に
よ

り
、
大
規
模
地
震
へ
の
さ
ら
な

る
対
応
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。交

通
分
野
に
お
け
る
安
全
・

安
心
の
確
保
と
し
て
、
高
速
道

路
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
逆

走
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
逆
走
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
等
へ
の
物
理
的

済
み
又
は
開
通
見
通
し
を
公
表

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
常
磐

自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
復
興

・
創
生
期
間
内
で
の
一
部
４
車

線
化
の
完
成
を
目
指
す
と
と
も

に
、
大
熊
Ｉ
Ｃ
・
双
葉
Ｉ
Ｃ
の

整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
、
現
場
の
声
を
伺

い
な
が
ら
、
被
災
者
の
方
々
が

１
日
も
早
く
復
興
を
「
実
感
」

で
き
る
よ
う
、
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

熊
本
地
震
で
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
阿
蘇
大
橋
地
区
に
つ

い
て
は
、
俵
山
ト
ン
ネ
ル
が
昨

年
末
に
開
通
し
、
熊
本
市
内
と

南
阿
蘇
地
区
の
東
西
交
通
軸
が

確
保
さ
れ
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
を
進
め
て
い
ま
す
。
崩
壊

斜
面
対
策
に
つ
い
て
、
年
初
か

ら
有
人
施
工
を
開
始
し
、
復
旧

を
加
速
化
し
ま
す
。
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
阿
蘇
大
橋
地
区

の
国
道
57
号
・
３
２
５
号
、
一

部
区
間
が
運
転
を
休
止
し
て
い

る
Ｊ
Ｒ
九
州
豊
肥
線
及
び
南
阿

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の
皆
様

が
、
１
日
も
早
く
元
の
暮
ら
し

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
復

旧
、
住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ

く
り
な
ど
の
取
組
を
一
段
と
加

速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

復
興
道
路
・
復
興
支
援
道
路

に
つ
い
て
は
、
順
次
、
開
通
予

定
年
次
が
明
確
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
全
体
の
約
９
割
で
開
通

平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
も
国
土
交
通
行
政
に
対

す
る
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
４
月
の
熊

本
地
震
、
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
の
北
海
道
や
東
北
へ
の
度

重
な
る
台
風
の
上
陸
な
ど
、
大

き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

対
し
て
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
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